
請願第 3 号

消費税インボイス制度の実施延期を求める請願書

長崎市議会議長

深堀義昭様

令和〒年 H 月22日

請願者住所

氏名

長崎県長崎市元船町5・11,1F

長崎民主商工会

島

-4.11,2?

冬収受偽
之 g

づ
行永長会

、
和

幽
^
ハ
ヤ

ユ
.

ノ

沖



紹介議員

長崎市泰会携員

同

同

氏名

同

氏名

同

氏名

同

氏名

同

氏名

氏名

氏名、キ区1 1i4＼
,
ζ
、
41



.

消費税インボイス制度の実施延期を求める請願書

【請願趣旨】

来年10月からのインボイス制度(適格請求書等保存方式)実施に向け、すでにインボ

イス発行事業者の登録申請力始まっています。

これは、現在消費税申告で行われている楊簿による納付税額の計算から、インボイス(適

格請求喜)による納付税額の計算に移行しようとするものです。

免税業者を取引から排除しかねないインボイス制度は、事業者間の取引慣行を壊し、免

税点制度を実質的に廃止するものです。仕入れや経費に含まれる消費税を価格や単価に転

嫁できなけれぱべンチャーもフリーランスも育ちません。

新型コロナ禍での営業を余儀なくされ、しかも円安で原油や物価が高騰し、地域経済が

疲弊する下で中小企業・自営業者の経営危機が深まっており、インポイス制度1こ対応でき

る状況ではあbません。多くの中小企柴団体や税理土団体も、「凍結」「延期」↑見直し」「中

止」を表明し、現状での実施に踏み切ることに懸念の声を上げてぃます。

長崎市におかれましても、建設業・飲食店・農林漁業者などの免税樂者、シルバー人材

センターの会員にも影饗がでると思われます。

全国では9月末時点で538件のインポイス制度の中止や延期を求める意見書が地方議

会から出されており、本請願は、長崎市議会においても、消費税インボイス制度の実施延

期を求める意見書の提出をお願いするものです。

新型コロナ危機を克服し、新しく構築すべき経済・社会においても、地域1こ根ざして活

動する中小業者の存在は不可欠であります。

以上の趣旨から謂願いたします。
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消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書を政府に提出して下さい



意見書(案)

消費税インボイス制度の実施延期を求める請願書

来年10月からのインボイス制度(適格請求蜜等保存方式)実施に向け、すでにインボ

イス発行事柴者の登録申請か始まつています。

これは、現在消費税申告で行われている帳簿による納付税額の計算から、インボイス(適

格請求書)による納付税額の計算に移行しようとするものです。

免税業者を取引から排除しかねないインボイス制度は、事業者間の取引慣行を壊し、免

税点制度を実質的に廃止するものです。仕入れや経費に含まれる消費税を価格や単価に転

嫁できなけれぱべンチャーもフリーランスも育ちません。

新型コロナ福での営業を余儀なくされ、.しかも円安で原油や物価か高騰し、地域経済か

疲弊する下で中小企業.自営業者の経営危機が深まっており、インボイス制度に対応でき

る状況ではありません。多くの中小企業団体や税理士団体も、「凍結」「延期」「見直し」「中

止」を表明し、現状での実施に踏み切ることに懸念の声を上げています。

長崎市におかれましても、建設業・飲食店・農林漁業者などの免税業者、シルパー人材

センターの会員にも影響がでると思われます。

全国では9月末時点で538件のインポイス制度の中止や延期を求める意見書が地方議

会から出されており、本請願は、長崎市議会においても、消費税インボイス制度の実施延

期を求める意見書の提出をお願いするものです。、

新型コロナ危機を克服し、新しく構築すべき経済・社会においても、地域に根ざして活

動する中小業者の存在は不可欠であります。

以上の趣旨から「消費税インポイス制度実施延期を求める意見害」を提識いたします。
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